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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は小学校プログラミング教育カリキュラムを構築することである。実践
に向けての課題として，１)各教科とプログラミング教育の目標との関連性が不明瞭，２）授業時間の確保，が
明らかとなった。これらの課題を解決するために，小学校教員の意識調査を行い，研修に加えて，プログラミン
グ教育導入に関する社会観の育成が重要であることを明らかにした。上記を踏まえて，情報活用能力育成を基盤
としたプログラミング教育実践の学習モデルとして，1)情報教育の領域での問題解決学習を通して，プログラミ
ング的思考を高める学習モデルと，2)身に付けたプログラミング的思考を活用して，問題解決学習を行う学習モ
デルを提案した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research has been to construct a programming education 
curriculum that can be practiced by elementary school teachers. It became clear as the problems of 
programming education, 1) the relation between the goal of each subject and programming education is
 unclear, 2) how to secure sufficient time for programming education. In order to solve these 
problems, I conducted an attitude survey of elementary school teachers and clarified that it is 
important to foster a social outlook on the introduction of programming education in addition to 
training about programming education. Based on the above, I proposed two learning models of 
programming education practice based on information literacy development. 1) a learning model that 
enhances programming thinking through problem solving learning in the field of information 
education, 2) a learning model that performs problem-solving learning by applying acquired 
programming thinking.

研究分野：情報教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
我が国の小学校プログラミング教育は，“未来の創り手”を育成することが期待されている。しかし，プログラ
ミング教育で育成を目指すプログラミング的思考の概念は，ややもすると，単なる“手順”に分解できるように
なるための教育と誤解が生じやすいものになっている。本研究は，小学校プログラミング教育を，技術・情報教
育における一般教育と位置づけ，情報活用能力だけでなく，市民として必要な資質である技術リテラシー育成の
観点から捉え直し，学習モデルを提案したことに意義がある。未来を切り開く人材育成に関する教育と，
Society5.0の実現のための教育の一助となりうる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 
 
小学校段階でのプログラミング教育の充実は喫緊の課題とされている。中学校・高等学校には，
情報科の専門的な免許をもった教員が配置されているのに対し，小学校では情報科の専門的な
免許をもった教員は少ない。そのため，プログラミング教育への期待は高まっているものの，不
安感や困難感が強い。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は情報科の専門的な免許をもたない小学校教員でも実践可能なプログラミング
教育カリキュラム構築・実践の開発を行うことである。これまでのプログラミング研究ではコン
テンツ開発，学習者の意識把握は進められているものの，指導者の意識・ニーズについてはほと
んど報告されていない。本研究では小学校教員を対象としたプログラミング教育に対する意識
調査を行い，専門的な免許をもたない小学校教員でも実践可能な初等教育向けのプログラミン
グ教育カリキュラム構成・実践の開発を行う。 
 
３．研究の方法 
 
 小学校教員のニーズ・意識に関する実態調査を行い，把握された実態に基づき，実践可能なプ
ログラミング教育のフレームワークを確立する。研究計画の進め方を以下に示す。 
(1)コンピュテーショナルシンキング，論理的思考等，プログラミング的思考に関わる先行研究
を整理し，プログラミング的思考の構成概念を明らかにする。 
(2)小学校教員に対して，プログラミング教育へのニーズ，意識調査を行い，実態を把握する。
把握した実態に基づき，実践可能なプログラミング教育カリキュラムを構築する。 
(3)プログラムの仕組みを理解させるために必要な学習活動・評価法の開発を行う。アルゴリズ
ム学習，CSアンプラグド実践を取り入れ，指導者の要因，情報環境の整備状況に左右される
ことが少ない実践の開発を目指す。 
(4)教職課程における「教育の方法及び技術」のカリキュラム構築を進める。 
 
４．研究成果 
 
(1)コンピュテーショナルシンキング，論理的思考等，プログラミング的思考に関わる先行研究
を整理し，プログラミング的思考の構成概念を明らかにする。 
 
議論のとりまとめで明記されたプログラミング的思考は，コンピュテーショナルシンキング
(ISTE，CSTA），論理的思考と関係性が深いものととらえられている。そこで，国内外の先行研究
を整理し，これらの相互の関係性について明らかにし，プログラミング的思考の構成概念を明確
化した。我が国の初等中等段階のプログラミング教育においては，技術リテラシー育成の観点が
重要であることを指摘した。 
 
(2)小学校教員に対して，プログラミング教育へのニーズ，意識調査を行い，実態を把握する。
把握した実態に基づき，実践可能なプログラミング教育カリキュラムを構築する。 
 
小学校で実践可能なプログラミング教育カリキュラム構築のために，小学校教員を対象とし
た半構造化面接および，郵送調査を実施した。半構造化面接からは，プログラミングに関するツ
ールとして，ビジュアル型プログラミング言語や，ロボット教材を使うことは可能であるが，教
科の目標を達成することを目指したプログラミングに関する授業設計に困難感を感じている実
態を把握した。 
郵送調査からは，研修の受講に加えて，プログラミング教育に関する社会観がポジティブであ
ることがプログラミング的思考（コンピュテーショナルシンキング，論理的思考等）の重要性認
識に影響することが明らかとなった。一方で，技術リテラシー育成については十分に意識されて
いない実態を把握した（図 1）。これらの調査を踏まえて，研修の内容として，学習指導要領の
内容と，学習指導要領の内容を実現するために，プログラミング教材をどのように使えばよいか
だけを取り上げるのではなく，小学校教員のプログラミング教育に関する社会観がポジティブ
になるように研修を計画する必要があるといえる。このような研修を行うことで，情報科の免許
をもたない小学校教員でも，プログラミング教育を実践できると感じられるようになると推察
された。 
これらの結果に基づき，小学校教員が無理なく実践できる技術リテラシー育成につながる試
行的なプログラミング教育の実践について検討した。小学校プログラミング教育の目標に関す
る先行研究を俯瞰し，小学校プログラミング教育の目標を小学校学習指導要領の「知識・技能」，
「思考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の 3つの柱で整理を行った(表 1)。 
 



 
表 1 に整理した目標を達成するための学習モデルとして，プログラミング体験を取り入れる
学習モデルと単元，身につけたプログラミング的思考を活用する学習モデルと単元の提案を行
った。二つの学習モデルを図 2に示す。 
プログラミング体験を取り入れる学習モデルは，情報や情報技術と関連した単元での問題発
見・解決学習を行い，プログラミング的思考の基礎を学ぶことを目指している。この学習モデル
を採用することができる情報・情報技術と関連し，プログラミング体験を無理なく取り入れられ
る単元として，小学校 3 年生の社会科：歴史と人々の生活「市の様子の移り変わり」，小学校 5
年生の社会科：現代社会の仕組みや働きと人々の生活「情報を生かして発展する産業」，6 年生
の家庭科：B衣食住の生活「快適な住まい方」，C消費生活・環境「環境に配慮した生活」の単元
での実施を提案した。 
また，身に付けたプログラミング的思考を活用できる学習モデルでは，プログラミング体験を
通して身に付けたプログラミング的思考を各教科の問題発見・解決学習に働かせることを目指
している。この学習モデルを採用するための各教科の内容として，論理的思考の育成に関する内
容と，創造性の育成に関する内容に大別することができる。論理的思考の育成に関する内容を扱
う単元は多岐に渡ると考えられるが，代表的なものとして学習指導要領の例示にある 5 年生算
数科：「正多角形」，6年生理科：「電気の利用」が挙げられる。一方，創造性の育成に関する内容
を扱う単元としては生活科の「身近にあるもので工夫した遊びづくり」，音楽科：「音楽づく
り」等を提案した。 
 
 

 
図 1 研修受講経験と社会観におけるプログラミング教育の授業設計への意識 
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表 1 技術リテラシーの観点を踏まえたプログラミング教育で育成すべき資質・能力 

知識・技能 

（教科固有の知識・スキル） 

思考力・判断力・表現力等 

（教科等の本質） 

学びに向かう力， 

人間性等 

（汎用的なスキル） 

・コンピュータの理解（5大

装置：入力－演算－出力） 

・コンピュータとプログラム

の関係 

・アルゴリズムの理解・表現

（順次，反復，分岐） 

 

技術イノベーション力の

要素 

・抽象化 

・一般化 

・構造化 

・評価 

・アルゴリズム的思考 

・論理的理由づけ 

技術ガバナンス力の要素 

・問題発見・解決に向け

て，コンピュータを活用

しようとする態度 

・創造性 

・試行錯誤 

・忍耐力 

・協調性  等 

 



図 2 プログラミング体験を取り入れた学習モデルと，プログラミング的思考を活用した学習モデル 

 
(3)プログラムの仕組みを理解させるために必要な学習活動・評価法の開発を行う。アルゴリズ
ム学習，CS アンプラグド実践を取り入れ，指導者の要因，情報環境の整備状況に左右されるこ
とが少ない実践の開発を目指す。 
 
 情報環境の整備状況に左右されることが少ないアルゴリズム学習として，PIC-GPE を使った実
践を提案した。PIC-GPE はフローチャート形式で，LED の光らせ方をプログラミングすることが
できる。PIC-GPE 作成に関する情報は web 上で公開されており，誰でも PIC-GPE を活用すること
ができる。http://www.naruto-u.ac.jp/facultystaff/kikuchi/pic/PIC-GPE/index.html 
 指導者の要因に左右されることが少ない実践として，WeDo2.0 を使った実践を提案した。
WeDo2.0 は Scratch のようなビジュアル型言語を使ってモーターを制御する。プログラミング初
学者でも，簡単に意図した動きになるようにプログラミングすることができるため，プログラミ
ング体験として適していると考えた。 
 
(4)教職課程における「教育の方法及び技術」のカリキュラム構築を進める。 
 
 「教育の方法及び技術」や情報教育に関する必修科目において，小学校プログラミング教育導
入の背景および，プログラミング教育の意義について学び，Scratch などのビジュアル型言語を
使ったプログラミングを体験できるようにシラバスを構成した。 
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